模擬授業評価項目

1   声量は十分大きかった。

2   非言語的手法1を効果的に用いた。
3   生徒の様子を絶えず観察し学習状況を把握した。
4   クラス全体に積極的な参加を促した。
5   本時全体や指導過程ごとの具体的な学習のめあてを生徒に持たせ学習への構えを作らせた。
6   新しい話題や作業に着手する際に生徒の注意を効果的に集めた。

7   タスク２を課す際に生徒のレディネス3の有無を確認した。
8   タスクの達成や解決に必要な時間を十分に与えた。
9   重要な事柄に焦点を合わせて指導した。
10  やま場での盛り上げ方が巧みであった。

11  指導目標と指導過程の間に一貫性があった。

12  扱った言語材料は指導目標とのつながりが強かった。
13  指導目標に照らして言語活動を組織的に展開した。
14  教案に縛られずに授業を展開した。
15  説明は理解しやすかった。

16  指示は的確であった。

17  できるだけ多くの生徒を指名した。
18  発問のあとに十分な間合いを取った。

19  質問の意図や内容は明確であった。

20  生徒の反応・応答に対する対応行動4は適切であった。
21  生徒の反応・応答をもとに指導過程を臨機応変に修正した。
22  個々の生徒から得られた情報をクラス全体への指導に反映させた。
23  本時全体や指導過程ごとの学習の目標が達成されたか否かを確認した。
24  前時や次時とのつながりを念頭において授業を進めた。

25  時間配分に配慮しながら授業を進めた。
26  板書に計画性があり文字は読みやすかった。
27  机間指導を効果的に行った。
28  できるだけ英語を用いた。

29  教室英語は正確であった。

30  教具5の使い方は適切であった。

【注】
1  非言語的手法: 顔の表情、視線、身振り、手振り、立ち居地など
2  タスク: 生徒が授業中に取り組むさまざまな作業や課題(例: Dictationにおいては、文章の聴き取りをとおして、意味内容の把握と記憶、そして、聞き取った英文の文字化という複数のタスクに従事することになる)
3  レディネス: 新しいタスクに取り組むための前提となる学力、知識、能力ならびに心理的な準備

4  対応行動: 同じ質問の繰り返し、内容を修正した質問、質問の意図や内容が通じたか否かの確認、つまずきや沈黙の原因を解明するための問い直し、生徒の応答内容の掘り下げ、生徒の応答内容に関する肯定的/否定的なコメント(生徒の発言の受容、賞賛、励まし、ゆさぶり、反対意見の表明など)、他者の指名など
5  教具: フラッシュカード、ピクチャーカード、CD/DVDプレイヤー、コンピューターなど
左記の各項目について，該当すると思う数値（記入例では４）を○印で囲んで下さい。
［記入例］　
ｌ＝そう思わない
２＝かなりそう思わない

　　　　　　

３＝どちらとも言えない


　　

④＝かなりそう思う

　　　　　　

５＝そう思う
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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18
□　1   2   3   4   5
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8
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5

12
□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5
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□　1   2   3   4   5

15
□　1   2   3   4   5


30
□　1   2   3   4   5

氏名(番号)　　 　　　　　　　　　　　    　　　　(　　        　　　　　　)
授業担当日時  201    年　　　月　　　日
学年/科目　　　中1 / 中2 / 中3 / 英Ⅰ /英Ⅱ / OCⅠ/ TT / R / W /小　　　[該当するものに○印]

指導過程　　　Warm-up / 復習 / 導入 / 展開 / 整理 // ALT   　　　    [同上]
本時の指導目標　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

